
























割 ( 分業 ) のもと，制度や人工物 ( 文化的媒介物 ) を介
し，ある特定の対象動機を指向しつつ，他者と相互行為
している社会文化歴史的な集合体 ( 運動体 )」と，一元












































The Boundary Problem and Designs for the Solution Reported
by the Welfare Office and Child Guidance Center about the Child Abuse


















































































































①想定される境界 ②境界を超える行政側の試み ③具体的な行為 ④肯定的な変化
⑤境界を維持する保育所や保護者の試み (・) と






・( 再 ) 通告や支援に関する相談の増
加
・情報収集 ( 気になる子・家族や保育


























⇒対応マニュアルの作成・周知 ( 研修会の設定 )
保育所 ( 保育士・








































































































⇒児童相談所 ( 緊急支援課 ) や市町村内の他部署

















































































































































に目的を変更」してもらい，「児童相談所 ( 緊急支援課 )
















































































ているが，虐待の疑い予備軍のような叱り方 ( 叩く，暴言を吐く ) で，保護者がしつけの一環で
あると思いこんでいる時，保護者にどう理解していただくか難しい。
保護者の考え方は　保護者自身の生育歴にもとづいており，それがなかなか変えられない。






































ネグレクトの疑いがあるため市町村 ( 区役所 ) にも相談しているが，保護者が園から呼び出しを
しても全く対応しない。行動に移さない。









事 例 に 関
す る 知 識
とにかく，いろいろな実例 ( 虐待の状況からその対応やその後の経過など ) を知りたい。その
時々で，様々な対策があると思うので，いろいろな引き出しを自分が持っておき，その事態に直
面した時に臨機応変に対応できればと思っている。














13人 (27.1％ ) が言及していた。







援に関する困り ( ８人，16.7％ ) と，小学校との連携に
関する困り ( １人，2.1％ ) である。





どの保護者対応や支援に関する困り ( ３人，6.3％ ) と，
「児童相談所からは電話の対応のみで観察を続けるだ








修案 ( 境界を超える人工物 )」の観点から整理した。



































































































































方 向 づ け (orientation)， 内 化 (investigation)， 外 化
(externalization)，批評 (critique)，統制 (control) という
６つの学習ステップを提唱した。なかでも方向づけの












































































































える人への活動理論 ( 松下佳代・三輪建二，訳 )．鳳書房．
(Engeström, Y. (2009). Training for Change: New approach 
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